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安全上のご注意 

ＭＹ３Ａ／３Ｂ／３Ｍシリーズ 取扱説明書 

 

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い戴き、あなたや他の人々への危害や損害を未

然に防止するためのものです。これらの事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を示すために、

「警告」「注意」の二つに区分されています。いずれも安全に関する重要な内容ですから、ＩＳＯ

４４１４（※１）、ＪＩＳ Ｂ ８３７０（※２）およびその他の安全規則に加えて、必ず守ってく

ださい。 

 

 

！  警告 
取扱いを誤った時に､人が死亡もしくは重傷を負う可能性が想定されるも

の｡ 

！  注意 
取扱いを誤った時に､人が障害を負う危険が想定される時､及び物的損害の

みの発生が想定されるもの｡ 

（※１）ＩＳＯ４４１４：Pneumatic fluid power－General rules relating to systems 

（※２）ＪＩＳ Ｂ ８３７０：空気圧システム通則 

 

 

図記号の説明 
 

図記号 図記号の意味 

 

 

 

禁止 

“  ”は、禁止（してはいけないこと）を示します。具体的な禁止内容は、

図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 

 

 

 

指示 

“  ”は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。具体的な内

容は、図記号の中や近くに絵や文章で指示します。 
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！ 警告 

1. 空気圧機器の適合性の決定は､空気圧システムの設計者又は仕様を決定する人が判断し

てください。 

ここに掲載されている製品は､使用される条件が多様なため､そのシステムへの適合性の

決定は空気圧システムの設計者又は仕様を決定する人が、必要に応じて分析やテストを行

ってから決定してください。このシステムの所期の性能、安全性の保証は、システムの適

合性を決定した人の責任になります。これからも最新の製品カタログや資料により、仕様

の全ての内容を検討し、機器の故障の可能性についての状況を考慮してシステムを構成し

てください。 

   

２．充分な知識と経験を持った人が取扱ってください。 

圧縮空気は、取扱いを誤ると危険です。空気圧機器を使用した機械・装置の組立や操作、

メンテナンスなどは、充分な知識と経験を持った人が行ってください。 

 

３．安全を確認するまでは､機械･装置の取扱い､機器の取外しを絶対に行わないでください。 

①機械･装置の点検や整備は､被駆動物体の落下防止処置や暴走防止処置などがなされてい

ることを確認してから行ってください。 

②機器を取外す時は､上述の安全処置がとられている事の確認を行い､エネルギー源である

供給空気と該当する設備の電源を遮断し､システム内の圧縮空気を排気してから行ってく

ださい。 

③機械・装置を再起動する場合､飛出し防止処置がなされているか確認し、注意して行って

ください。 

 

４．次に示すような条件や環境で使用する場合は､安全対策へのご配慮を戴くとともに、当社

にご連絡くださるようお願い致します。 

①明記されている仕様以外の条件や環境、屋外での使用。 

②原子力、鉄道、空港、車輌、医療機器、飲料･食料に触れる機器、娯楽機器、緊急遮断回

路、プレス用クラッチ・ブレーキ回路、安全器機などへの使用。 

③人や財産に大きな影響が予想され、特に安全が要求される用途への使用。 

 

５．シリンダは機械の摺動部のこじれなどで力の変化が起こる場合、突発的な動作をする危険

があります。 

このような場合、手足を挟まれるなど人体に傷害を与え、また機械の損傷を起こす恐れが

ありますので、スムーズに機械が運動を行う調整と人体に損傷を与えないような設計をし

てください。 
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６．人体に特に危険を及ぼす恐れのある場合には、保護カバーを取付けてください。 

被駆動物体およびシリンダの可動部分が、人体に特に危険を及ぼす恐れがある場合には、

人体が直接その場所に触れる事が出来ない構造にしてください。 

 

７．シリンダの固定部や連結部がゆるまない確実な締結を行ってください。 

特に作動頻度が高い場合や振動の多い場所にシリンダを使用する場合には、確実な締結方

法を採用してください。 

 

８．減速回路やショックアブソーバが必要な場合があります。 

被駆動物体の速度が速い場合や質量が大きい場合、シリンダのクッションだけでは衝撃の

吸収が困難になりますので、クッションに入る前で減速する回路を設けるか、また外部に

ショックアブソーバを使用して衝撃の緩和対策をしてください。この場合、機械装置の剛

性も十分検討してください。 

 

 

９．停電などで回路圧力が低下する可能性を考慮してください。 

クランプ機構にシリンダを使用する場合、停電などで回路圧力が低下するとクランプ力が

減少してワークが外れる危険がありますので、人体や機械装置に損害を与えない安全装置

を組込んでください。吊下げ装置やリフトも落下防止のための配慮が必要です。 

 

１０．動力源の故障の可能性を考慮してください。 

空気圧、電気、油圧などの動力で制御される装置には、これらの動力源に故障が発生して

も、人体または装置に損害を与えない方法で対策してください。 

 

１１．被駆動体の飛出しを防止する回路設計をしてください。 

エキゾーストセンタの方向制御弁でシリンダを駆動する場合や、回路の残圧を排気した後

の起動時など、シリンダ内の空気が排気された状態から、ピストンの片側に加圧される場

合は、被駆動物体が高速で飛出します。このような場合、手足を挟まれるなど人体に傷害

を与え、また機械の損傷を起こす恐れがありますので、飛び出しを防止するための機器を

選び回路を設計してください。 

 

１２．非常停止時の挙動を考慮してください。 

人が非常停止をかけ、または停電などシステムの異常時に安全装置が働き、機械が停止す

る場合、シリンダの動きによって人体および機器、装置の損傷が起こらないような設計を

してください 
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１３．非常停止、異常停止後に再起動する場合の挙動を考慮してください。 

再起動により、人体または位置に損害を与えないような設計をしてください。またシリン

ダを始動位置にリセットする必要がある場合には、安全な手動制御装置を備えてください。 

 

１４．仕様をご確認ください。 

本製品は､工業用圧縮空気システムにおいてのみ使用されるように設計されています｡仕

様範囲外の圧力や温度では破損や作動不良の原因となりますので､使用しないでください。 

圧縮空気以外の流体を使用する場合は､当社にご確認ください｡ 

 

１５．清浄な空気をご使用ください。 

圧縮空気が化学薬品､有機溶剤を含有する合成油、塩分、腐食性ガスなどを含む時は破

損や作動不良の原因となりますので使用しないでください。 

 

１６．腐食の恐れのある雰囲気や場所では使用しないでください。 

 

１７．オートスイッチの取扱いに関しては、オートスイッチの取扱説明書に従ってください。 

 

 

！ 注意 
 
１．ピストンがストロークエンドで衝突破損しない範囲でご使用ください。 

慣性力を持ったピストンが、ストロークエンドでカバーに衝突して停止する時は、破損し

ない範囲で使用してください。破損しない範囲は、シリンダの選定方法をご参照ください。 

 

２．シリンダの駆動速度はスピードコントローラを取付けて、低速側より徐々に所定の速度に

調節してください。 

 

３．ストロークの長いシリンダには中間サポートを設けてください。 

ストロークの長いシリンダの場合、チューブのたわみ、振動や外部荷重によるたわみを防

ぐために、中間サポートを使用してください。 

 

４．スライドテーブル（移動台）には、強い衝撃や過大なモーメントを与えないで下さい。 

スライドテーブル（移動台）は、樹脂製の軸受で支持されていますのでワーク取付の際、

強い衝撃や過大なモーメントを与えないでください。 
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５．シリンダチューブに物をぶつけたりくわえたりして傷や打痕をつけないでください。 

チューブ形状は精密な公差で製作されていますので，わずかの変形でも作動不良の原因と

なります。 

 

６．クッションニードルは再調整してください。 

クッションは出荷時に初期設定してありますが、ご使用に際しては、負荷や作動速度の大

きさに応じてカバーに装着されているクッションニードルを再調節してください。クッシ

ョンニードルは時計方向に回すと絞りが小となり、クッション効果が強くなります。 

 

７．クッションニードルを全閉状態で使用しないでください。 

パッキン破損の原因となります。 

 

８．手を挟まれないようにご注意ください。 

ストローク調整ユニットつきの場合ストロークエンドにおいて、スライドテーブル(移動

子)とストローク調整ユニット間が狭くなり,手を挟まれる恐れがあります。保護カバーを

取り付けて人体が直接その場所に触れることの出来ない構造にしてください。 

 

９．機器が適正に作動することが確認されるまでは使用しないでください。 

取付や修理または，改造後に圧縮空気や電気を接続し、適正な機能検査および漏れ検査を

行って正しい取付がされているか確認してください。 

 

１０．配管前の処置 

配管前にエアブロー(フラッシング)または洗浄を十分行い、管内の切粉、切削油、ゴミな

どを除去してください。 

 

１１．シールテープの巻きかた 

配管や継手類をねじ込む場合には、配管ねじの切粉やシール材が配管内部へ入り込まない

ようにしてください。なおシールテープを使用される時は、先端ネジ部を１．５～２山残

して巻いてください。 

 

１２．無給油タイプシリンダへの給油 

初期潤滑されていますので無給油で使用できます。 

また、給油される場合はタービン油１種(無添加)ＩＳＯ ＶＧ３２を給油してください。 

また、給油を途中で中止された場合、初期潤滑剤の消失によって作動不良を招きますので、

給油は必ず続けて行うようにしてください。 
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１３．エアフィルタを取付けてください。 

バルブ近くの上流側に、エアフィルタを取付けてください。ろ過度は５μｍ以下を選定し

てください。 

 

１４．アフタークーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを配置し対策を施してください。 

ドレンを多量に含んだ圧縮空気はバルブや他の空気圧機器の作動不良の原因となります。

アフタークーラ、エアドライヤ、ドレンキャッチなどを配置し対策を施してください。 

 

１５．使用流体温度及び周囲温度は使用の範囲内でご使用ください。 

５℃以下の場合は、回路中の水分が凍結しパッキンの損傷、作動不良の原因となりますの

で使用温度範囲内で使用してください。 

 

１６．ドレン抜き 

エアフィルタのドレン抜きは定期的に行ってください。 

 

１７．作動速度について 

メカジョイント式ロッドレスシリンダは構造上ロッドタイプのエアシリンダに比べて作

動速度の変動が大きくなる場合があります。 

厳密に定速作動が必要なアプリケーションにご使用を検討される場合は別途ご相談くだ

さい。 
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１．装置への取付けについて 
 

１．１  取付相手面 
 取付相手面は平面度の高い面（例：機械加工等）を推奨しますが、取付面自身の平面

度を確保することが困難な場合はシム調整などにて全工程をスライドテーブル（移動台）

が最低作動圧力（０．１５ＭＰａ）で作動するように取付けを行ってください。 
 

１．２  取付け方法 
[１]本体の取付は、両端のヘッドカバー部を上面側よりボルトで締付け、シリンダの両

端固定部はチューブ下面に５ｍｍ以上接する取付面を設けてください。 

            （図－１参照） 

 

 

 

 
図－１ 

 
[２]シリンダを天井取付けや壁取付姿勢で使用する場合は、ヘッドカバー部の固定ボルト 

に加えシリンダチューブ両端部をサイドサポートで支持してください。（図－２参照） 

 

 

 

 
 
 
 
 

図－２ 

 

[３] スライドテーブルを固定側としての取付け（図－３参照）は行わないでください。

軸受部分に過大な負担がかかる事になり、作動不良の原因となります。 
 
[４] 片持ちでの取付け(図－４参照)はご相談ください。本体がたわむため、作動不良の

原因となることがあります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ スライドテーブル(移動台)での取付け               図－４ 片持ちでの取付け 

〈使用禁止〉                                   〈要相談〉 
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スライドテーブル ヘッドカバー 

シリンダチューブ 

  
５㎜以上 ５㎜以上 

 

サイドサポート サイドサポート 

指示 

指示 

禁止 

ヘッドカバー 

スライドテーブル 

シリンダチューブ 



 

 

１．３  配管方法について 
            ヘッドカバーの配管接続は、状況に応じた最適配管が自由に選択できます。 

            ポートバリエーション（図－５）を参照して、ご使用状況に最適な配管ポート●○各々、

１ヶ所づつに配管接続してください。(図中※印ポートはストローク調整ユニット使用時

に取付けられる継手に制限がありますのでご注意ください。) 

ポートバリエーション 

 

 
図－５ 

 

   

１．４  取付上のご注意 
 

         ！   注意 
 
          ①スライドテーブル(移動台)には、強い衝撃や過大なモーメントを与えないでください。 
 
          ②外部に案内機構を持つ負荷との接続には十分な心出しをしてください。 
 
          ③取付時には接続配管を十分フラッシングしてシリンダ内部にゴミや切粉が入らない

ようにしてください。 

      (配管作業中の切粉やシールテープ、ゴミなどが混入するとエア漏れなどの作動不良

の原因となります。) 

 

          ④シリンダチューブ外周面に傷や打痕をつけないようご注意ください。軸受、スクレー

パの傷を招き、作動不良の原因となります。 
 
          ⑤やむを得ず切粉、粉塵（紙粉、糸くず等）及び切削油（軽油・水等）のかかる雰囲気

でご使用になる場合はカバーの設置等をご検討ください。 

 

          ⑥負荷の取付時にはスライドテーブル上面の取付けネジ 4箇所にて確実に固定してくだ

さい。スライドテーブル、取付けネジの破損の原因となります。 
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禁止 

指示 

指示 

禁止 

指示 

  

Ｌ 

  

Ｌ 

スライドテーブル作動方向 

Ｒ 

Ｒ 

※ Ｒ ※ Ｌ 

Ｌ 

Ｒ 

※ Ｒ ※ Ｌ 

Ｒ 

Ｌ 

Ｒ 

Ｌ 

Ｒ Ｌ 

Ｒ 

Ｌ 

 

 
R  L 



 

⑦ＭＹ３Ａ／３Ｂシリーズでは使用中に軸受の磨耗によりスライドテーブルのガタ量

が大きくなった場合は軸受交換が可能ですので、別記『ＭＹ３Ａ／Ｂ軸受交換要領』

にしたがって交換作業を行ってください。軸受を交換することで使用初期の状態にす

ることが可能です。   

 ＭＹ３Ｍシリーズは出荷時にスライドテーブルの調整を行って出荷しておりますが、

使用中変位量が大きくなったときは添付『軸受調整要領書』、『分解・組立要領書』等

にしたがって、調整・交換作業を行ってください。 

  なお、両シリーズともに短期間に大きなガタ量が発生した場合や交換してもガタが問

題になる場合などは使用条件を再度ご確認の上、ご相談ください。 

 

          ⑧ロングストロークでご使用の場合、自重、負荷等によってはシリンダチューブにたわ

みを生じます．そのような場合、図－６に示す支持間隔＝Ｌがグラフ値（図－７）以

下になるように中間位置をサイドサポートにて支持してご使用ください。 
 

注）シリンダチューブ取付け相手面の精度が出ていない時などかえってサイドサポートを

取付けることによって不具合が発生する場合がありますので取付け時にはレベル確認

調整をお願いします。（推奨平面度：０．１以下） 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 
              
 
 
 

 
              図－７ 
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ｍ 
L   

ｍ 

L    

ｍ 

L L 

指示 



 

１．５  オートスイッチ取付方法 
 
          ①スイッチスペーサを指でつまみ、スイッチ装着溝内へ押し込み、正しい取付姿勢に収

まっていることを確認、または修正してください。 
 
          ②オートスイッチを装着溝内へ挿入後、横すべりさせてスイッチスペーサと重ね合わせ

てください。 
 
          ③取付位置設定後、マイナス時計ドライバを用い、

付属のスイッチ取付ビスを締めてください。 
 
 

スイッチスペーサ型式 

適用チューブ内径(mm) １６ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ ６３ 

スイッチスペーサ型式 ＢＭＹ３－０１６ 

 
 
注）オートスイッチ取付ビスを締付ける際には、

握り径５～６mm程度の時計ドライバを使用し

てください。また締付トルクは０．０５～０．

１Ｎ・m 程度としてください。目安として締

付感が出た位置から  ９０°回転させた程度

となります。                               
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スイッチスペーサ

マイナス時計ドライバ

（ＢＭＹ３－０１６）

スイッチ取付ビス
（Ｍ２．５×４１）

付属品

 

図－８ 

① 
② 

③ 



 

 １．６ オートスイッチ適正取付位置 
 

   
 
 

図－９ 

 

 
ＭＹ３Ａ       
D-A9,D-A9□V  (mm)  D-M9□  (mm) 

チューブ内径 A B 動作範囲  チューブ内径 A B 動作範囲 

16 22 88 6.5  16 26 84 3.5 

20 22 106 9.5  20 26 102 6 

25 29 121 10.5  25 33 117 6 
32 36.5 156.5 12  32 40.5 152.5 5.5 

40 42.5 197.5 15  40 46.5 193.5 8 

50 42.5 231.5 13.5  50 46.5 227.5 9.5 

63 53.5 266.5 14  63 57.5 262.5 8 
         
ＭＹ３Ｂ／３Ｍ       
D-A9,D-A9□V  (mm)  D-M9□  (mm) 

チューブ内径 A B 動作範囲  チューブ内径 A B 動作範囲 
16 28 94 6.5  16 32 90 3.5 

20 32 116 9.5  20 36 112 6 

25 43 135 10.5  25 47 131 6 

32 52.5 172.5 12  32 56.5 168.5 5.5 

40 60.5 215.5 15  40 64.5 211.5 8 

50 60.5 249.5 13.5  50 64.5 245.5 9.5 

63 71.5 284.5 14  63 75.5 280.5 8 

 
      

   注）動作範囲は、応差を含めた目安であり、保証するものではありません。 

        （ばらつき±３０％程度）周囲の環境により大きく変化する場合があります。 
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Ａ Ｂ 



 

         ！   注意 
 
 
     ①取扱いの際、物を落としたり、打痕や過大な衝撃力が加わらないようにご注意くださ

い。 
 
      ②リード線に繰り返し曲げ応力および引張力が加わらないようにご注意ください。 

 

     ③強磁界内でのご使用は避けてください。 

 

④中間位置にオートスイッチを設置することは可能ですが、負荷リレーの応答時間など

の関係で、シリンダ速度は３００mm/sec以内で検知するように調整してください。 

      

⑤オートスイッチ付シリンダを２本以上平行に近づけてご使用の場合には、シリンダの

間隔を４０mm以上離してください。（図－１０参照） 
 

                
 

 
 
 

図－１０ 
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４０㎜以上 

禁止 

禁止 

禁止 



 

２ シリンダ選定方法 
 条件に合わせた最適なＭＹ３シリーズを選定し、ご使用していただくために、ここで

一般的な選定手順を下記フローにて紹介いたします。 

 

 ＭＹ３Ａ、ＭＹ３Ｂシリーズは別ガイドの有無により選定方法が異なります。 

・別ガイドとの組み合わせで使用する場合のガイド能力選定確認についてはガイドメー

カ資料でご検討ください。 

・別ガイドと組み合わせずにシリンダ単体で使用される場合でも内蔵ガイドの許容範囲

内で直接負荷をかけることができます。このときの可搬質量は駆動速度やシリンダの

取付姿勢によって異なりますので下記フローをご参照の上、選定確認を行ってくださ

い。 

（各項目の詳細な選定については後述①～⑥の詳細検討フローをご参照ください） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１１ 選定フロー 
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ＭＹ３Ａ：基本形ショートタイプ 
ＭＹ３Ｂ：基本形標準タイプ 
ＭＹ３Ｍ：すべり軸受タイプ 

 使用条件 

ｍ：負荷質量（㎏） 取付姿勢： 
Ｖ：速度（㎜/ｓ）  
Ｐ：使用圧力（ＭＰａ） 

使用条件の再検討 

②負荷質量 
許容モーメント 

の決定 

⑥外部緩衝機構の検討 

オートスイッチ取付（形式）の検討 

型式の決定 

ＮＧ 

ＯＫ 

ＯＫ 

 ストローク調整ユニット 
内蔵クッション 

④⑤終端緩衝機構の検討 

① シリンダ型式の仮決定(P.16) 

  

 ③別ガイド選定 
※ガイドメーカー資料で検討いただく内容です 

ＮＧ 

ＭＹ３Ａおよび 
ＭＹ３Ｂの場合のみ 

サイズＵＰ 
 
 

ガイド形式 
の変更 



 

① シリンダ型式の仮決定 
許容負荷、モーメント等の選定を行う前にシリンダ型式の仮決定を行う必要があります

下表の型式選定の目安を参考にして使用目的（ストローク精度、ストローク調整の有無、

使用速度等）に応じて型式の仮決定を行ってください。 

 

  表－１ 型式選定の目安Ⅰ 

シリンダ型式 ストローク精度
外部ガイドの

使用
直接積載
（水平）

テーブル精度
(注1)

直接積載
（壁取付）

耐荷重・
耐モーメント

コメント

MY3A △ ◎ △ △ △ △ 主に別ガイドと組み合わせ、全長を最もコンパクトにする場合

MY3B ◎ ◎ ○ △ △ △ 主に別ガイドと組み合わせ、ストローク精度が必要な場合

MY3M ◎ × ◎ ○ ○ ○ 直接ワークを積載し、ストローク精度が必要な場合

注１： テーブル精度とはモーメントが印加した時のテーブル上の変位を示します。

 

表－２ 型式選定の目安Ⅱ 

 
（注）ＭＹ３Ｂ１６／ＭＹ３Ｂ２０のＬユニット使用時最大使用速度はストローク微調整範囲内で 800mm/s, 

ストローク微調整範囲外で 500mm/s となります。 
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中間固定用スペーサ使用時 

中間固定用スペーサ使用時 



 

② シリンダ単独使用選定 
②－１ 許容積載負荷・許容モーメントの決定 

 

 許容負荷質量・モーメントについては、静的負荷（Ⅰ最大積載質量、Ⅱ静的モーメン

ト）及び動的負荷（Ⅲ動的モーメント：ストッパ衝突時）を併せてご検討の上、負荷率

の合計が１（Σαｎ≦１）を超えないようにしてください。 

（Σαｎ＞１の場合には、ボアサイズアップをするか、シリンダ型式の変更、別ガイド

をご検討ください。） 

 

※ 静的負荷（Ⅰ、Ⅱ）はＶａ（平均速度）、動的負荷（Ⅲ）は、Ｖ（衝突速度： 

Ｖ＝１．４Ｖａ）で評価し、Ⅰ最大積載質量のｍｍａｘは最大積載質量グラフ内（ｍ

１、ｍ２、ｍ３

 

）より算出し、Ⅱ静的モーメント、Ⅲ動的モーメントのＭｍａｘにつ

いては最大許容モーメントグラフ内（Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３）から算出してください。 

 

 

 

 

 

（注１） ワーク形状によっては複数のモーメントが発生する場合があり、負荷率の総和（Σαｎ）

はそれら全ての合計となります。 

（注２） シリンダが停止している状態で荷重等により発生するモーメント 

（注３） ストロークエンド（ストッパ衝突）で発生する衝撃相当荷重によるモーメント 

 

参考計算例（衝突時の動的モーメント） 

ストッパ衝突での衝撃を考慮した動的モーメントは下記のような計算にてご検討してください。 

ｍ  ：質量（ｋｇ）         Ｖ ：衝突速度（ｍｍ／ｓ） 

Ｆ  ：荷重（Ｎ）                 Ｌ１

Ｆ

：質量重心までの距離（ｍｍ） 

Ｅ ：衝突相当荷重（Ｎ）      ＭＥ

Ｖａ：平均速度（ｍｍ／ｓ）     ｇ ：重力加速度（９．８ｍ／ｓ

：動的モーメント（Ｎ・ｍ） 
２

Ｍ ：静的モーメント（Ｎ・ｍ）  σ ：ダンパ係数   ラバークッション ：４／１００ 

） 

                             エアクッション  ：１／１００ 

                             ショックアブソーバ：１／１００ 

 

 

 

 

（注４） 平均荷重係数（本係数は、ストッパ衝突時最大負荷モーメントを寿命計算上、平均化す

るためのものです） 

 最大積載負荷質量と許容モーメントは、ガイド形式・取付姿勢・ピストン速度等の条件により限

界値が異なりますので、各シリーズのグラフ(カタログ参照）にてご確認ください。 
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１
３

ＦＥ ＝　　Ｖ ＝ １．４Ｖａ　(ｍｍ/ｓ)

　　∴　ＭＥ ＝ 　・ ＦＥ　・　Ｌ１　(Ｎ・ｍ)

　１．４ ・ Ｖａ ・σ ・　ｍ ・ ｇ (N)
（注４）

負荷質量（ｍ） 静的モーメント(M) 動的モーメント(ME)

最大負荷質量 静的許容モーメント 動的許容モーメント

（ｍmax） （Ｍmax） （ＭＥmax）

負荷率の総和　Σα＝ ＋ ＋ ≦１

（ 注

 
注１） （ 注

 



 

③ 別ガイド選定（ＭＹ３Ａ/３Ｂの場合） 
別ガイドの選定はガイドメーカ資料にて選定してください。 

 ！ 注意 

 

「別ガイドを使用する」場合は、十分な剛性を有するガイドを使用した上で、シリンダ

とガイドはフローティング接続して、シリンダは駆動用としてご使用ください。フロー

ティング接続が十分に機能していない場合には、シリンダに無理な力が加わり、シリン

ダが破損する可能性がありますのでご注意ください。 

 

④ 終端緩衝機構の検討（「別ガイドを使用しない」場合） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④－１   ＭＹ３Ａ／３Ｂシリーズは、「別ガイドを使用しない」（シリンダ単体で使

用する）場合でかつストローク調整が必要な場合（「ストローク調整有」）は、

別途外部緩衝機構を検討していただく必要があります。（外部緩衝機構の検討

については、⑦項を参照してください。） 

（ＭＹ３Ｂシリーズにはオプションでストローク調整ユニットを用意してお

りますが、「別ガイドを使用する」場合のみ使用可能となりますのでご注意く

ださい。） 

また、ＭＹ３Ｍシリーズは「別ガイドを使用しない」場合のみ使用可能です。 
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指示 

図－１２ 「MY3－別ガイド無」終端緩衝機構の詳細検討フロー 

ＯＫ 

ＮＧ 

④終端緩衝機構の検討 

ラバークッション 
エアクッション 

⑥外部緩衝機構の検討 

オートスイッチ取付（型式）の検討 

ストローク調整  

有無 

Ｌ型 
ストローク調整 

ユニット 

Ｈ型       
ストローク調整   

ユニット 

有 

無 

ＮＧ 

ＯＫ 

ＮＧ 

（④－１項参照） 

（④－２項参照） 

仮型式がＭＹ３Ｍ 

ＮＧ 
ＯＫ 



 

④－２   ストローク調整を必要としない場合（「ストローク調整無」）は、内蔵クッ

ション（ＭＹ３Ａ：ラバークッション、ＭＹ３Ｂ／３Ｍ：エアクッション）を

使用することが可能です。 

      内蔵クッションを使用する場合は、クッション吸収能力範囲内（カタログ

参照）で使用してください。 

      クッション吸収能力範囲外については、使用条件の変更・ボアサイズアッ

プ・外部緩衝機構の設置（⑦項参照）をご検討ください。ＭＹ３Ｍシリーズは

ストローク調整ユニットも使用可能です。 

 

 

⑤ 終端緩衝機構の検討（「別ガイドを使用する」場合） 
 「別ガイドを使用する」場合の終端機構の選定については、①項で仮決定した型式（Ｍ

Ｙ３ＡあるいはＭＹ３Ｂ）により選定方法が異なります。ＭＹ３Ｍシリーズにつきまし

ては別ガイドの使用を推奨しておりませんので選定できません。 

 ①項でＭＹ３Ａを仮選定した場合は⑤－１項を、ＭＹ３Ｂを仮選定した場合は⑤－２

項を参照してください。 

 

⑤－１．①項でＭＹ３Ａを仮決定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤－１－１  ＭＹ３Ａシリーズはストローク調整ユニットを設定しておりませんのでス

トローク調整を必要とする場合（「ストローク調整有」）は、別途外部緩衝機構

を検討していただく必要があります。（外部緩衝機構の検討については⑦項を

参照してください。） 
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図－１３ 「ＭＹ３Ａ－別ガイド使用」終端緩衝機構の詳細検討フロー 

⑤終端緩衝機構の検討 

ストローク調整 
有無 

ラバークッション 

無 

有 

ＮＧ 
⑥外部緩衝機構の検討 

オートスイッチ取付（型式）の検討 

ＯＫ 

（⑤－1－1項参照） 

(⑤－1－2 項参照） 



 

⑤－１－２ ストローク調整を必要としない場合（「ストローク調整無」）は、内蔵してい

るラバークッションを使用しますので、ラバークッション吸収能力範囲内（カ

タログ参照）で使用してください。ラバークッション吸収能力範囲外について

は、使用条件の変更・ボアサイズアップ・ＭＹ３Ａ→ＭＹ３Ｂへの変更・外部

緩衝機構の設置等をご検討ください。 

 

 

 

⑤－２．①項でＭＹ３Ｂを仮決定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤－２－１ ＭＹ３Ｂシリーズはストローク調整ユニットを設定していますので、ストロ

ーク調整を必要とする場合（「ストローク調整有」）は、ストローク調整ユニッ

ト（Ｌ、Ｈユニット）を使用してストローク調整する事が可能です。 

     （「別ガイドを使用する」場合のみ） 

 

 

⑤－２－２  ストローク調整を必要としない場合（「ストローク調整無」）は、内蔵エア

クッションあるいはストローク調整ユニットを使用することが可能です。 

      エアクッション、ストローク調整ユニットのいずれを使用する場合におい

ても、クッション吸収能力範囲内（カタログ参照）で使用してください。 

      クッション吸収能力範囲外については、使用条件の変更・ボアサイズアッ

プ・外部緩衝機構の設置等をご検討ください。 
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図－１４ ｢ＭＹ３Ｂ－別ガイド使用｣終端緩衝機構の詳細検討フロー 

ＯＫ 

       
エアクッション ＮＧ 

⑤終端緩衝機構の検討 

⑥外部緩衝機構の検討（P.22） 

オートスイッチ取付（型式）の検討 

ストローク調整  

有無 
Ｌ型 

ストローク調整 
ユニット 

Ｈ型       
ストローク調整   

ユニット 

有 

無 

ＮＧ 

ＯＫ 

ＯＫ 

（⑤－２－１項参照） 

（⑤－２－２項参照） 

ＮＧ 



 

⑥ 外部緩衝機構の検討 

（「別ガイドを使用する」場合、「別ガイドを使用しない」場合共通） 

 

 ！ 注意 
 

 

「別ガイドを使用しない」（シリンダ単体で使用する）場合は、②項でシリンダ負荷率の

選定を行い、負荷率の合計が１を超えない事を確認した上で外部緩衝機構の検討を行っ

てください。 

 
ＭＹ３シリーズは軽量化構造のため、過大な反力を発生する外部緩衝器を使用すると、ス

トロークエンドでの衝撃力により、シリンダが破損する可能性があります。 

 そのため、ＭＹ３シリーズに使用する外部緩衝器は、低反力タイプの緩衝器を使用して

いただく必要があります。 

 外部緩衝機構を設けて使用する場合には、必ず下記選定フローにしたがって適正な能

力・特性を有する外部緩衝器を選定してください。 

 
（注１） 外部緩衝器：外部緩衝器とはストローク調整ユニットのように本体に直接装着される緩衝器（ショック

アブソーバ）とは異なり、シリンダ本体とは独立している緩衝器を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥－１   緩衝器吸収能力の選定については、緩衝器メーカの選定ソフト、選定資料

に従って選定してください。 
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図－１５ 「ＭＹ３－別ガイド有／無」外部緩衝機構の詳細選定フロー 

緩衝器 
吸収能力 

許容衝撃力 

⑥外部緩衝機構の検討 

ＮＧ 

オートスイッチ取付（型式）の検討 

外部緩衝器仮決定 

ＯＫ 

ＮＧ 

ＯＫ 

（⑥－2項参照） 

（⑥－1項参照） 

指示 

指示 



 

⑥－２   外部緩衝機構を設ける場合は、外部緩衝器（ショックアブソーバ）の吸収

能力内で使用していただくと共に、ストロークエンドでの衝撃力（注２参照）

が許容衝撃力範囲内（カタログ参照）になることが必要です。 

 ストロークエンドでの衝撃力については、緩衝器メーカ選定資料・選定ソフ

トを利用して算出してください。 

 許容衝撃力範囲外については、緩衝器のより低反力タイプへの変更・使用条

件の変更・シリンダボアサイズアップ等をご検討ください。 

 

 
（注２）衝撃力：移動子（スライドテーブル）がストロークエンドで外部緩衝器（ショックアブソー

バ）によって緩衝される際の減速度から算出した力（Ｎ） 

        （減速度［Ｇ］ｘ負荷質量［ｋｇ］ｘ９．８） 

        に推力（Ｎ）を加えたものです。 

選定ソフトによっては減速度のみ算出される場合もありますが、 

そのような場合は、 

衝撃力［Ｎ］＝減速度［Ｇ］ｘ負荷質量［kg］ｘ９．８ 

       ＋推力［Ｎ］ 
により衝撃力を算出してください。 

 

 以下に外部緩衝器として弊社製「調整型ショックアブソーバ／ＲＢ－ＯＥＭシリーズ」

を使用して、「別ガイドを使用する」場合と、「別ガイドを使用しない」場合の使用例を

挙げ、実際の外部緩衝機構の検討方法を説明いたします。 

 

 

 ！ 注意 

 

 選定ソフトにより算出する衝撃力は実際の値と異なる場合もありますので、余裕を考

慮して選定を行ってください。 

 選定ソフトにより算出される衝撃力は、調整型ショックアブソーバの場合には最適な

調整を行いアブソーバの反力が最小になるような場合の値が算出されます。最適な調整

を行わなかった場合には、実際の衝撃力が選定ソフトにより算出した衝撃力よりも大き

くなり、シリンダが破損する可能性がありますのでご注意ください。 
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指示 



 

例１ 「別ガイドを使用しない」場合の外部緩衝機構の検討 

 

   使用条件  

シリンダ：ＭＹ３Ａ２５－２００ 

負荷Ｗ：２ｋｇ 

重心位置：（ｘ，ｙ，ｚ）＝（０，０，１０） 

平均速度Ｖ：５００ｍｍ／ｓ  

使用圧力Ｐ：０．５ＭＰａ 

外部緩衝器：弊社製 調整型ショックアブソーバ／ＲＢ－ＯＥＭ０．２５Ｍ 

衝突方法：水平運動－シリンダによる推進力が伴う場合 

別ガイド：なし 

（注）最高速度（衝突速度）：Ｖmax＝１．４Ｖ＝７００ｍｍ／ｓとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「別ガイドを使用しない」場合には、外部緩衝機構の検討を行う前にガイドの負荷率計算

を行う必要がありますので、許容積載負荷・モーメントの計算を行います。 

イ．許容積載負荷・モーメントの計算 
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    負荷の説明 静的負荷
ガイドに加わる負荷 ①  積載負荷Ｗによる水平荷重 m1

②  停止時にＦEより発生するモーメント  Ｍ1v 

　１．静的負荷算出

      ①m1 荷重 　　　　→　m1 max.（MY3A/m1より）＝ 6.40 kg
　　　　　    について 負荷率  α1 ＝m1/m1max＝ 2.00  / 6.40 ＝ 0.31

　２．動的負荷算出 　　ストロークエンドで停止する際に発生するモーメントは
　  衝突時の相当荷重

ＦE＝1.4×Va×σ×ｍ×ｇ＝    1.4×500×　　　×2×9.8 ＝ 137.20 N

　　　②Ｍ1vモーメント　　ストロークエンドで停止する際に発生するモーメントは
　　　　　  　について　　  　→　Ｍ1v max.（1.4Ｖa＝ 700 mm/sで検討）＝ 1.71 N･m

  Ｍ1v＝　　　×ＦE×z＝      × 137.20 × 0.010 ＝ 0.46
負荷率  α2 ＝Ｍ1v/Ｍ1vmax= 0.46 / 1.71 ＝ 0.27

　３．負荷率の合力・       αｎ
　      　負荷率の検討 ① 0.31

② 0.27
Σαｎ 0.58
判　定 Σαｎ     < 1  より OK  

        以上より、許容値内ですから使用条件に問題ありません。

1
100

1
3

1
3

 

負荷：２ｋｇ 

衝突速度Ｖmax：７００ｍｍ／ｓ 

ＲＢ－ＯＥＭ０．２５Ｍ 

重心位置：（０，０，１０） 

図－１６ 使用方法 



 

以上より、積載負荷・モーメントに関しては許容範囲内であることが確認出来たため、     

次に「ロ．外部緩衝機構の検討」を行います。 

ロ．外部緩衝機構の検討 

 

 

 弊社選定ソフト「調整型ショックアブソーバＲＢ－ＯＥＭ Ｓｅｒｉｅｓ機種選定ソ

フト」を使用して衝突時の発生減速度を算出すると以下の選定結果となります。 

 

   入力条件 ：積載負荷質量（ｋｇ）、使用圧力（ＭＰａ）、衝突方法、 

         衝突速度（ｍｍ／ｓ） 

    

   算出結果 ：衝撃力：３４０．８１［Ｎ］………① 

 

 また、「外部緩衝器使用時の許容衝撃力」グラフ（カタログ参照）より、 

積載負荷：２ｋｇとした場合、ＭＹ３□２５における許容衝撃力は５８０［Ｎ］………

② 

となります。 

 

①、②より 

算出した衝撃力（３４０．８１Ｎ）＜許容衝撃力（５８０Ｎ） 

 

となっており、この使用条件においては許容範囲内と判断できます。 

（他社製緩衝器を使用した場合でも同様に衝撃力の算出が必要となりますので緩衝器メ

ーカの資料・選定ソフトを使用して衝撃力の算出を行ってください。） 

 

 「イ 許容積載負荷・モーメント」「ロ 外部緩衝機構の検討」のいずれにおいても許

容範囲内となっておりますので、この使用条件では使用可能と判断できます。 
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例２ 別ガイドを使用する場合 

 

   使用条件  

シリンダ：ＭＹ３Ａ２５－２００ 

負荷：８ｋｇ 

平均速度Ｖ：７００ｍｍ／ｓ（衝突速度Ｖmax：９８０ｍｍ／ｓ） 

使用圧力：０．５ＭＰａ 

外部緩衝器：弊社製 調整型ショックアブソーバ／ＲＢ－ＯＥＭ０．２５Ｍ 

衝突方法 ：水平運動－シリンダによる推進力が伴う場合 

別ガイド：有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

イ．許容積載負荷・モーメントの計算 

 

 許容積載負荷・モーメントの計算は、ガイドメーカの資料を使用して選定してくださ

い。 

 

ロ．外部緩衝機構の検討 

 

 弊社「調整型ショックアブソーバＲＢ－ＯＥＭ Ｓｅｒｉｅｓ機種選定ソフト」を使

用して衝突時の発生減速度を算出します。 

 

 例１と同様に選定ソフトにより衝撃力を算出すると 

   算出結果 ：衝撃力：６５９．７９［Ｎ］………① 

 

 「外部緩衝器使用時の許容衝撃力」グラフ（カタログ参照）より、積載負荷：８ｋｇ

の場合、ＭＹ３□２５における許容衝撃力は５８０［Ｎ］となります。………② 
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負荷：８ｋｇ ＲＢ－ＯＥＭ０．２５Ｍ 

衝突速度Ｖmax：９８０ｍｍ／ｓ 

別ガイド 

図－１７ 使用方法 



 

①、②より 

算出した衝撃力（６５９．７９Ｎ）＞許容衝撃力（５８０Ｎ） 

となっており、許容範囲外となりますので、ボアサイズｕｐ、緩衝器の変更（より低反

力タイプへの変更）あるいは使用条件（速度、積載負荷）の再検討が必要です。 

 

ここでは、使用条件（速度）のみを変更して、再度選定します。 

平均速度Ｖ：７００ｍｍ／ｓ→５００ｍｍ／ｓ（衝突速度Ｖｍａｘ：９８０ｍｍ／ｓ→  

７００ｍｍ／ｓ）に変更して選定ソフトで衝撃力を算出すると、 

衝撃力：５１３．７５Ｎ 

となります。 

 

 「外部緩衝器使用時の許容衝撃力」グラフ（カタログ参照）から許容衝撃力は５８０

Ｎとなっているため､ 

算出した衝撃力（５１３．７Ｎ）＞許容衝撃力（５８０Ｎ） 

より、使用可能と判断できます。 

 

 

３．交換部品と点検・メンテナンス 
３．１ 交換部品 

ＭＹ３シリーズ カタログをご参照ください。 

 

３．２ 点検・メンテナンス 
日常および定期点検内容は別紙『メカジョイント式ロッドレスシリンダ点検要領書』を

ご参照ください。 

軸受摺動部およびダストシールバンドへの定期的（１回/月）なグリース塗布を行うこと

により、さらに寿命の向上が望めますのでお勧めします。 

グリースは弊社推奨グリースをご使用ください。 

グリースパック品番：GR-S-010(10g入)、GR-S-020(20g入) 

すべり軸受の調整および交換は、『ＭＹ３＊シリーズすべり軸受交換/調整要領書』をご

参照ください。 

ダストシールバンドの交換は、『ＭＹ３＊ ダストシールバンド交換要領書』をご参照く

ださい。 

 

 

４．その他の注意事項 
４．１ 環境 

切粉，粉塵（紙屑，糸屑等），スパッタおよび切削油［軽油，水（温水）等］のかかる雰

囲気でのご使用は避けてください。また、使用上避けられない場合には、カバーの設置

等をご検討ください。クーラント液の中にはシール部品に悪影響を与える物があります

ので、十分ご注意ください。 
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禁止 



 

４．２ 中間停止制御 
①メカジョイント式ロッドレスシリンダは、構造上、若干のエア漏れがありますので、

閉回路での中間停止は中間停止位置が保持できないという不具合が発生します。停止

位置保持が必要な場合は、移動防止するための機器を選び回路設計してください。 

 なお、詳細についてはご相談ください。 

 

②MY3 シリーズは軽量化構造となっていますので機械的な方法で強制的にスライドテー

ブルを中間停止させると破損する場合があります。機械的な強制中間停止が伴う用途

へのご使用は避けてください。 

 

③プッシャーとして使用する場合も負荷とスライドテーブル部が衝撃的に接する場合は

破損する恐れがありますのでスライドテーブル部と離れた位置にある負荷を途中で引

っ掛けるような使用方法は避けてください。 

 

４．３ 外部ガイドとの併設 
①外部ガイド（リニアガイド等）と併設する場合には、外部ガイドにて負荷をすべて保

持し、シリンダは駆動源として使用してください。 

 外部ガイドとの接続には十分な心だし作業が必要です。ストロークが長くなるほど、

軸心の変化量が大きくなりますので、ズレ量を吸収できるよう接続方法（フローティ

ング機構）をご考慮の上、ご使用ください。 

 

②外部ガイドを併設してストローク調整ユニットを使用する場合、クッション吸収能力

範囲内で使用してください。（ＭＹ３Ａ／３Ｂ） 

 

③フローティング機構はフローティング接続用ピンとフローティングブラケットのはめ

合い部に微少な隙間を設けることで力を逃がし、フローティングさせています。その

ため、付近に振動源があるような場所にシリンダを設置して、外部ガイドを併設した

上でストローク調整ユニットを使用した場合（図１８参照）には、ストロークエンド

停止している時にフローティング機構の微少な隙間によりワークが微振動することが

あります。そのような場合は、直接負荷側を外部緩衝器で受ける構造（図１９参照）

としてください。 

 

④負荷条件が過大な場合、調整時や飛び出し現象によりフローティング接続用ピン部等

が破損する場合がありますのでご注意ください。 

  

⑤クッション吸収能力範囲を超える位置決め緩衝停止が必要な場合は直接負荷側を外部

緩衝器で受ける構造（図１９参照）としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-27- 

指示 

禁止 

禁止 

指示 

指示 

禁止 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．４ シリンダの同調 
 ロッドレスシリンダを駆動回路の速度部調整のみで複数同調させることは実際上困難

であり、同調がずれた場合での使用はスライドテーブル部に過大なモーメントが加わり、

スライドテーブルが作動不良を起こす可能性がありますのでご注意ください。 
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図１８ 外部ガイドとストローク調整ユニットを併用した場合 

フローティング接続用ピン 

外部ガイド 

ストローク調整ユニット 
フローティングブラケット 

ストローク調整ユニット 

図１９ 外部ガイド－外部緩衝器を併用した場合 

外部ガイド 外部緩衝器(ＲＢ－ＯＥＭ等） 負荷の重心位置付近

で緩衝してください 



 

4. 5 シールベルトの離脱によるエア漏れ 
 メカジョイント式ロッドレスシリンダ(スリット型：シールベルトをスリット側面でホ

ールドするタイプ)は、構造上、外力・慣性力等によりシリンダ内に負圧が発生する場合

等、使用状態によってはシールベルトの離脱により一時的にエアの外部漏れが発生する

場合があります。 

 この様な場合、離脱を回復する過程でシールベルトを傷付けると、恒久的なエア漏れ

につながる恐れがありますので、離脱の回復時には、以下の「シールベルト離脱による

エア漏れからの回復方法」を参照してください。 
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π×Ｄ［ｍｍ］
２

４

Ｐ［ＭＰａ］ ＝
Ｆ［Ｎ］

４．６ ラバークッション変位量（ＭＹ３Ａのみ） 
 ＭＹ３Ａシリーズに内蔵しているラバークッションは使用圧力によって停止位置が変

わります。ストローク端位置合わせをする際は「ラバークッション変位量」グラフ（カ

タログ参照）から使用圧力時の増分変位を求め、無加圧時のストローク端位置に加えて

駆動時ストローク端位置の目安としてください。 

 「ラバークッション変位量」グラフは水平取付した場合の変位量を示しております。

垂直取付した場合には、（積載負荷＋移動子）の自重による力をエア圧力に換算して、上

昇端の場合は使用圧力から減算、下降端の場合は使用圧力に加算してグラフから変位量

を算出してください。（移動子質量に関しては、表４をご参照ください） 

 ストローク端での停止位置精度が必要な場合には、外部緩衝機構の設置（⑦項「外部

緩衝機構の検討」参照）あるいはエアクッションタイプ（ＭＹ３Ｂシリーズ）への機種

変更をご検討ください。 

表３ 移動子質量（ｋｇ） 

 

例：使用シリンダ ：ＭＹ３Ａ２５ 

  取付方向   ：垂直取付 

  積載負荷   ：１ｋｇ 

  使用圧力   ：０．５ＭＰａ 

  移動子質量  ：０．２３ｋｇ（表４参照） 

 

上記条件にてエア圧力及び（積載負荷質量＋移動子質量）の自重によるストローク

エンドでの変位目安量を以下のステップにしたがって算出します。 

①（積載負荷質量＋移動子質量）の自重をエア圧力に換算します。 
                      （注）Ｐ：自重相当分圧力 

                         Ｆ：積載負荷質量＋移動子質量の自重による力 

                        Ｄ：ボア径 
上式に各値を代入すると、 

となります。 
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チューブ内径 移動子質量

φ１６ 0.07

φ２０ 0.11

φ２５ 0.23

φ３２ 0.37

φ４０ 0.81

φ５０ 1.08

φ６３ 2.84

π×２５（ｍｍ）
２

４

≒ ０．０２［ＭＰａ］
（１［ｋｇ］＋０．２３［ｋｇ］）×９．８

＝Ｐ



 

②上昇端での変位量を求める場合 

 使用圧力（０．５ＭＰａ）から自重相当圧力：Ｐ（＝０．０２ＭＰａ）を減算し

た値を用いてラバークッション変位量グラフ（カタログ参照）よりラバークッショ

ン変位量を求めると、 

使用圧力を０．４８ＭＰａとした時のラバークッション変位量は 

１．２ｍｍ 

となります。 

 

③下降端での変位量を求める場合 

 使用圧力に自重相当圧力を加算した値を用いてラバークッション変位量グラフ

よりラバークッション変位量を求めると、 

使用圧力を０．５２ＭＰａとした時のラバークッション変位量は 

１．３ｍｍ 

となります。 

 

４．７ エアクッション調整について（ＭＹ３Ｂ／３Ｍシリーズのみ） 
エアクッション調整用クッションニードルは、反時計方向（クッションの効き具合が弱

くなる方向）に回し続けると大きな抵抗を感じるところがあります。そのまま無理に回

し続けるとクッションニードルが抜けてしまう可能性がありますので、その位置からさ

らに反時計方向には無理に回さないようにしてください。 

 特にエアを加圧している場合に、クッションニードルが抜けてしまうと非常に危険で

すのでご注意ください。 

 

４．８ ストローク調整ユニットについて（ＭＹ３Ｂ／３Ｍシリーズのみ） 
ストローク微調整範囲を超えて使用する場合は、オプションにて中間固定用スペーサを

用意しておりますのでご検討ください。 

ストローク微調整範囲及び中間固定用スペーサ使用時のストローク調整範囲については、

下表を参照してください。 

 

 中間固定用スペーサを使用する場合、最高使用速度が８００ｍｍ／ｓ （ＭＹ３Ｂ１６

では５００ｍｍ／ｓ）となりますのでご注意ください。 
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禁止 

表－４ ストローク調整範囲（スペーサ無、ショートスペーサ付、ロングスペーサ付） 

Lユニット

Hユニット

Lユニット

Hユニット

Lユニット

Hユニット

Lユニット

Hユニット

-10 -20 -30

ショート ロング

0～10 10～20

-60

ロング

12～24 24～36

-80-70

MY3※25、32

MY3※40、50
32～48

ショート ロング

20～30

-40 -50

MY3※63

無

無

0～12

0～16

0～24

MY3※16、20

ショート

16～32

無

24～48 48～72

スペーサ無 ショートスペーサ付 ロングスペーサ付

0

指示 
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改訂履歴 

・Ｅ版 誤記訂正                         ＱＳ 

    スペーサ金具名更新 

 

・F版 適性グリース修正        ＲＸ 
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